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たばこは市内で…

旅行や出張の|際の

たばこ、贈答用た

ばこは、ぜひ市内

山
一
一
村
算
印
月
カ
一定
J
多
3〆
fh
、ま
実

σ一
波
浪
波
浪
判

長
調
ド
市
の
い
財
政
状
況
を
見
安
川

私
た
ち
の
市
の
財
政
が
、
ど
の
よ
う
に
運
営

さ
れ
、
現
在
ど
の
よ
う
な
事
情
に
あ
る
の
か
を

知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は
毎
年
二
回
、

財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

収 支 状況(3月末)
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今
回
は
、
科
年
叩
月
か
ら
め
年

3
月
ま
で
の

財
政
状
況
を
グ
ラ
フ
を
主
体
に
し
て
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

出
区 分 |予算 額 |支出済制 |支 出 割合

j災材、水産業費 2{置6，847万円 1他:5.655万円 58.3 % 
土 木 費 2(在6.214 Jf'世9.037 72.6 
n〈ン/切~、 務 費 2(1'!4，178 2l宜2.111 91.4 
教 育 費 2(t!] ，331 Jf世9.864 93.1 
民 生 翌I 1{な8.368 1"世7，445 95.0 
災 ~I-I-~ 復旧費 11a3.626 5.798 42.6 
公 {貞・ f:!{ 1{在3，328 1{在3.086 98.2 
t揺 生 資 7.710 6.811 88.3 
労 倒i 費 4.655 4，384 94.1 
1議 会 型f 2.507 2.462 98.2 
消 |坊 r.!{ 4.287 4.003 93.4 
H百 工 主t 2，323 2，153 92.7 
言む 文 出 金 949 752 79.3 
予 備 裂t 50 < 

合 16i立6.373 13(立3.561 80.3 
で引いましょう。
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3月末にお け る一 般会計収 支状況
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税 目-1収 入 済 制 い人当り負担額
固定資産税 2{邑3.294万円 4.972円

市民税 1 1句 ，119 3.867 

たばこ消費税 5，857 1.250 

沼気ガス税 3，111 664 

il珪自動車税 856 182 

その他 の税 131 28 
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八
こ
ん
な
事
業
を
実
施

V
写
真

右
上
は
片
貝
小
体
育
館
、
右

下
は
道
路
の
舗
装
工
事
、
中

は
災
山一一回
復
旧
工
事
、
左
下
は

上
野
方
小
学
校
新
校
舎

一1
・

産財

区 分 | 面積および金額

土 地 37万1.978平方メ戸トノレ

建 物 10万4.522平方)- 1"レ
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転

用

申
呈生
日円

を

地

す植
る林
と
き

歳
近
、
山
間
部
の
川
、
州
の
山
地

に
植
林
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

円
以

地
に
植
林
す
る
場
合
は
、
山
地
転
用

申
請
を
市
農
業
委
員
会
へ
山
山
し
、

一

県
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

一

ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
も

し
別
在
無
許
可
で
植
林
さ
れ
て
い
る

人
が
あ
れ
ば
、
地
区
の
民
業
委
員
か

農
業
委
員
会
へ

と
相
談
く
だ
さ
い
。

一

V
:
・県
知
山
の
許
可
を
必
要
と
す
る
も

一

の
は
、
杉
、
松
な
ど
将
来
、
山
崎
管

理
を
防
止
し
、
森
林
と
異
ら
な
い
と

予
想
さ
れ
る
も
の
。

V
・:
ま
た
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

な
い
も
の
は、

果
樹
園
、
染
川刷
、
茶

畑、

山
畑
な
ど
で
肥
培
管
理
を
行
な

っ
て
作
物
を
栽
泊
す
る
も
の
。

県
の
交
通

事
故
巡
回
相

談
が
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

事
故
の
こ
と
で
お
困
り
の
問
題
が
あ

り
ま
し
た
ら
ど
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
相
談
日

H
7
月
間
日

(金
)
午
前

叩
附
か
ら
午
後

3
附
ま
で

マ
財
所
日
市
役
所
市
民
課

交
通
事
故
相
談

{Jf骨

ー
予
防
注
射
を
受
け
よ
う
|

日
い
季
節
に
発
生
す
る
恐
ろ
し
い

伝
染
病
に
日
本
脳
炎
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
気
を
予
防
す
る
た
め
に
、
市

で
は
予
防
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
ぜ
ひ
注
射
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

日
本
脳
炎
は
、
小
型
ア
カ
イ
エ
蚊

の
似
介
に
よ
り
中
枢
神
絞
を
お
か
す

ピ

l
w
ス
の

一
種
に
よ
っ

て
お
乙
る

も
の
で
、
人
間
は
も
と
よ
り
川
、
豚

な
ど
も
こ
の
病
気
に
か
か
り
ま
す
。

〈
症
状

V
急
に
高
熱
が
で
て
、
顔
が
紅
潮
し

強
い
副
痛
が
あ
る
ほ
か
、
吐
き
気
、

阪
州
、
下
痢
な
ど
を
と
も
な
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
肱
く
だ
り
や

か
ぜ
に
似
て
い
る
の
で
、
う
っ

か
り

す
る
と
、
見
過
ご
し
て
大
事
を
招
く

こ
と
に
な
り
ま
ず
か
ら
、
ち
ょ

っ
と

で
も
お
か
し
い
と
以

っ
た
ら
、
す
ぐ

小
児
斜
や
肉
料
の
医
師
の
診
察
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
多
く
は
三
日
目
ご

ろ
か
ら
訟
敵
陣
告
を
お
こ
し
、
こ
ん

眠
状
態
と
な
り
ま
す
。
一

週
間
か
ら

十
日
ぐ
ら
い
で
然
が
さ
が
り
、
意
識

も
回
復
し
ま
す
が
、
知
能
障
害
を
き

た
し
た
り
、
手
足
の
自
由
が
き
か
な

く
な
る
よ
う
な
後
遺
症
を
残
す
こ
と

も
あ
る
恐
ろ
し
い
病
一%
で
す
。

ハ
予
防
〉

・
予
防
佐
射
を
受
け
る
こ
と

・
炎

天
下
の
迎
動
や
労
働
が
過
重
に
な
ら

な
い
よ
う
に
注
む
す
る
乙
と

・
暴

飲
泌
食
を
さ
け
、
栄
養
を
十
分
と
る

よ
う
に
す
る
こ
と

・
蚊
の
発
生
源

を
な
く
す
る
よ
う
に
環
境
の
清
抑
を

行
な
う

・
下
水れ
削
除
で
水
の
流
れ

を
よ
く
し、

ふ
ち

'
ノ
ノ
J

の
草
む
ら
や
竹
や

4
MW
JF
ハ

ぷ
は
刈
り
取
り
、

「
d
A
b
v

蚊
の
ひ
そ
む
場
所

傾

妥

笹

川J

を
な
く
す
る

o

J
i
lA¥

昭
和
必
年
分
所
得
税
の

予
定
納
税
と
減
額
申
請

昭
和
何
年
分
所
得
税
の
予
定
納
税

第

一
則
分
の
納
期
限
は
、

7
月
別
日

で
す
。
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

A
予
定
納
税
の
減
額
申
請
は

7
月
叩

日
ま
で

V

6
月
初
日
の
現
況
で

見
積
も

っ
た
申
告
納
税
見
積
額
が
、

協
業、

休
業
、
失
業
災
害
、
部
難
な

ど
に
よ
る
損
害
や
、
医

療

費

の

支

出、

業
況
不
振
、
扶
養
親
族
の
増
加

な
ど
の
た
め
、
お
知
ら
せ
し
た
「
予

定
納
税
基
準
額
」
よ
り
少
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
人
は
、

7
月
日
日
ま

で
減
額
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す

。
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魚

津
税
務
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44年度下半期の
水道事業のあらまし
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水道普及率 は74%に

CI:ifll¥II ，'J・J';"i1'11) 

!Jくj白日では、 11日自14411':9月から451T3月までの7J<J.l:'iH~~~~，nの側 j刊を

発火しましたが、つぎにそのあらましをお知らせします。

人

日
/
あ
た
り

:水道は私たちの生活に欠かせない :
:もの。動脈のように各家出ヘケく 。叫lぐ使い I.IJめ辺け 八 一三以下- りが日の ハリ

コ しら }I]りを路に新 新 千百近の給少 、放紛本 給 合
;られています。 写真=愛育凶で 込いさま受道をなた 設 人三四グ水しこ不水ïI~j 水 い

， みにれすけ路投rlるに 申給。 余十年 ラ人 下れ は人の 人 と
でにえるなし ? 終指工付 :在水く泣くるのる管さと水 し水 り五間フ口回は七日上 回口 な
な水て水どた・了定 .'.J，しし道だ迫 ー で手理くき道 込 エ が人(ののつ全四も水 千四
くがい道でた以後工にて、局さ川 、統者すにを み事 増ふ旬よ Hí~ て国間道 三年 て
長乙ま管地め近 、事かい概でいへ )J水きのるはお はの 力'-'え】う移い平に々お 百聞 い
露なすの下、 、治問かた算は 0 お前道が市:仁 、つ V 0してムにをる均な附よ 人 で ま
あく 口泣くを路交幻・がりだ工 、 ' て -10伊なみ状のり方11び ふ す

f2製良型虫盟主在五22出# 水人口の推移 言句2子容夫ます 2
日だはもて L14が吐い 'j，かをを 2λ一ー す年四すとすれ〈し水水〉
位、け1']'1.ふい問jま 口 、1:1:ら納 :[I，¥j I ./ 。々千。 、。ょた道道

ノ/ が以水 水 も水らが気Vでです付-
.20ト ー__，:r_ 一一一一一._ f'，日j上道 道別 にくで削 ・もよ。近

易五が メ にな放るのこ水ー!?みの
水千上 モ 出り i白乙影 れ 道Fな交
泊人7Jく はますと t!J)，~か町立さ迎
でま辺 あするがでらヘゼんに

/S ~ 一一一一一一一一一一ー すで 、 仁l りのと あ、法.ごぷの支
。の給五水まで 、り白に iili乍付 附
小水千道せ 、もまいな絡 3z近を
刷人ーはん伎とすにり願ほのき
棋口人 、 。用どがどまい 、道作
の百以給 さお 、っ すまと路 1，-
水ー上水 れりしたとす面なし
道人の人 てのば水 、 。倒どま

は
三
十
五
円
川

十
銭
で
、
給市小

原
側
は
三
十
川

円
八
十
一一一
銭
と

な
っ
て
い
ま

す
J

。

ζ

の
よ
う
に
水
似
か
ら
蛇
日
へ
水

を
川
す
ま
で
に
今
川
は
一
立
万
M
あ

た
り
三
十
阿
川
余
り
か
か
っ
て
い
ま

す
が
、
と
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
人

件
代
三
三
官
、減
側
償
却
代
一一三
官
、

仙
入
金
の
支
払
利
以
二

一
折
、
一山一見

料
三
折
、
そ
の
ほ
か
材
料
出
、
薬
品

代
、
耐
水
防
止
氏
な
ど
二
O
Y
の
川

一山

二
十

四

山一仰

を

使

う

め
れ
43
川
米
に
お
け
る
給
水
一戸
数

は
五
千
三

U
七
十
六
一戸
、
給
水
人
け

は
二
心
七

F
六
百
八
十
四
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昨
作

9
月
十
本
に

く
ら
べ

い
数
で
.
百
六
十
六

μ
、
人
ハ

で
一
千
四
十
六
人
そ
れ
ぞ
れ
ふ
え
て

い
ま
す
。

下
半
別
に
水
似
池
か
ら
川
さ
れ
た

水
の
ほ
は
凶
二
十

一
刀
a

リ
万
M
で、

と
の
う
ち
使
わ
れ
た
水
は
六
十
一
一刀

立
万

M
と
な
っ
て
お
り
、

h
収
不
は

.h
0
・
七
山
わ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ

れ
は
い
川
作
同
別
に
く
ら
べ
て
五

・
三

軒
仰
び
て
い
ま
す
。

一
日

一
人
あ
た
り
の
給
水
訴
は
、

百
二
十
凶
似
で
、
こ
れ
を
ヒ

l

N
び

ん
に
換
日
し
ま
す
と
、
百
じ
卜
こ
い
ふ

も
の
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
水

一
印
有
M
あ
た
り
の
供
給
側
約

業

務

の

状

況

警察

延
長
四
・
一
キ
ロ
に
配
水
符
を
布
設

?窓?ぢミ費型4接ー第3種郵便物語可 町

下

半

期

の

事

業

44年度下半期損主主収支

目1三}

百

五

万

円

の経

料
作
度
下
半
期
の
損
益
則
定
は
克

表
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず

収
誌
で
は
、
水
道
使
用
料
や
水
道
新 理

設
負
担
金
な
ど
、

あ
わ
せ
て
二
千
八

百
三
十
九
万
円
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ

に
刻
し
て
、
水
を
供
給
す
る
た
め
の

白
川
と
し
て
、
電
気
料
、
滅
的
代
、

山
口
出
費
、
人
件
賀
、
漏
水
防
止
作
業

四
、
新
規
申
し
込
み
者
の
明
設
工
事

白
、
企
業
伯
利
息
な
ど
に
二
千
七
百

三
十
四
万
円
が
支
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
収
益
と
費
用
の
差
制
百
五
万

円
が
、
下
半
期
の
純
利
益
と
な
り
ま

す
の
で
、
上
半
期
の
利
益
凶
百
七
十

八
万
円
を
あ
わ
せ
ま
す
と
、
何
年
度

は
.
九
百
八
十
三
万
円
の
児
以
J

と
な
り

ま
す
。な
お
、
下
半
期
の
貸
借
対
照
表
助

川
止
に
よ
り
ま
す
と
、
資
・
陀
の
部
に
お

い
て
二
千
百
川
万
円、

負
的

・
資
本

の
部
で
二
千
百
七
十

一
万
円
そ
れ
ぞ

れ
ふ
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、

3
月
末
に
お
け
る
貸
借
刻

照
表
の
残
高
は
、
資
産
合
計
お
よ
び

れ
的

・
資
本
合
計
が
、
そ
れ
ぞ
れ
二

心
凹
千
二
百
八
万
円
と
な

っ
て
い
ま

す
ノO

純

裕1犬

3兄

与吉 帯ヰ
正手 2干

'1-2 
2手

'11 
~ 

年。
虫干

人
間
だ
れ
し
も
ヰ
福
で
生
き
が
い

の
あ
る
楽
し
い
生
活
を
お
く
り
た
い

と
願
う
も
の
で
す
。
人
間
で
あ
る
と

と
に
よ

っ
て
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
も

っ
て
い
る
生
命
と
、
自
由
と
、
ヰ
栴

な
生
活
を
営
む
権
利
が
あ
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
ら
の
自
由
と
権
利
が
北
本

的
人
権
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

忍
法
は
、
そ
の
第
十
一
条
に
「
同

民
は
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
手
行

の
生
活
の
な
か
に
あ

っ
て
、
こ
れ
を

一

山
視
し
、
も
し
人
権
が
m
配
さ
れ
た
場

一

合
に
は、

救
済
活
動
を
す
る
た
め
、

一

昭
和
お
年
7
月
、
人
権
擁
護
委
員
制

一

肢
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
安

一

日
は
人
権
の
擁
訟
に
山
仰
を
も
っ
た

市
町
村
住
民
の
な
か
か
ら
法
務
大
臣

一

が
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

一

人
間
と
し
て
の
却
さ
が
断
み
に
じ

一

ら
れ、

み
じ
め
な
抜
い
を
受
け
た
と

一

人
権
が
侵
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

困
っ
た
と
き
委
員
に
ご
相
談
を

を
妨
げ
ら
れ
な
い
。
基
本
的
人
杭
は

侵
す
と
と
の
で
き
な
い
永
久
の
権
利

と
し
て
現
任
お
よ
び
将
来
の
国
民
に

与
え
ら
れ
る
」
と
宣
明
し
て
い
ま

司

O

叶
H
Uノ

と
こ
ろ
で
人
権
は
、
他
人
と
の
社

会
生
活
の
な
か
、
あ
る
い
は
身
近
か

な
日
常
生
活
の
な
か
で
侵
し
た
り
、

門
位
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
不
幸
を
な
く
す
る
た
め
に
、
ん
l

閃

各
市
町
村
ご
と
に
、
そ
の
地
域
住
民

二
百
五
十
戸
の
新
設
を
見
込
む

ー
必
年
度
の
事
業
計
画

!

川
刊
年
以
は
や
く
五
百
余
万
円
の
m
尚

子
が
凡
込
ま
れ
ま
し
た
が
、
水
道
局

で
は
、
何
年
度
は
さ
ら
に
給
水
効

不
を
向
め
、
前

wmmの
節
減
に
つ
と

め
、
他
か
い
い
な
水
道
功
業
の
運
営
に
努

点
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
、
犯
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
第

一
次
拡
張
事
業
の
継
続
と

し
て
、
給
水
氏
域
内
に
延
長
三
千
五

収主主 的収 支

区 分 |予算削

営業収疏 5，093万ド!
日業外収必 75

入 ':J 5，168 

日業費用 4，026
営業外費用 914
予備費 45

l' 4，986 
差 引 / 183 

1/文

支

出

昨
年

9
川
か
ら
こ
と
し

3
ハ
ま
で

に
行
な
っ
た
事
業
と
し
て
は
、
十
時

似
に
延
長
四
千
百
二
十
一

M
の
附
水

代
を
布
設
し
た
の
を
は
じ
め
、
仙
…
収

水
ハ
山
を
な
く
す
る
た
め
、
不
感
メ
ー

ク
l
wM
の
取
り
替
え
や
れ
州
水
修
開
作

業
な
ど
を
行
な
い
ま
し
た
口
お
も
な

も
の
は
次
の
と
お
り
D

①
市
道
保
健
所
杭
総
(
明
石
段
機

i

保
健
所
柿
)
延
長
円
六
十

M
に
口
任

七
十
五
日以
配
水
行
を
川
十
一
万
川
で

布
ぷ
。

①

市

道
本
江
大
光
寺
線
(
県
道
大
作

荒
町
線

i
母
子
資
)
延
長
二
百
四
十

六
M
に
七
卜
五
ミ
リ
配
水
管
を
五
十
五

万
円
で
和
ぷ
。

①
市
道
吉
品
七
十
号
線
(
東
部
中
学

校
前

i
国
道
八
号
線
)
延
長
一
一
一
百
二

十
八

M
に
円
ミ
リ
配
水
管
を
八
十
万
円

で
布
設
。

④
州
制
枕
i
古
川
川
間
(
般
枕
地
内
)
延

長
五
百
ボ
十
六
M
に
百
ミ
リ
配
水
管
を

九
十
八
万
円
で
利
説
。

①

杭

枕

1
吉
島
問
(
袋
地
内
)
延
長

一
千
二
十
九
M
に
七
卜
五

i
百
、
♂
配

水
択
を
百
九
十
七
万
円
で
布
説
。

①

航

枇

1
士
口
品
川
(
六
郎
丸
地
内
)

延
長
六
百
六
十
四

M
に
七
十
五
戸
配

水
管
を
九
十
三
万
円
で
布
設
。

①
市
道
上
村
木
墓
園
線
(
県
道
大
谷

荒
町
線

i
宮
津
公
闘
墓
地
)
延
長
六

百
三
十
M
に
七
十
五
戸
配
水
管
を
百

二
十
万
円
で
布
設
。

一
b
w
h
…汐
七
U
川
ゐ
七
厳
し

h
y
皮
協
カ
ン
ト
リ
横
道
路
)
延
一国民
|コ

F
[
『川
、日
一
に
「
ゴ
ミ
j

l
J
l
J
i

-

-

配
水
竹
を
ム
ハ
十

一λ
万
円
で
有

山
え
O

①
利
の
木
労
災

線

(労
災
病
院

内
似
道
路
)
延
長

三
百
M
に
七
十

-zh
ミ

寸

円

]

，

¥
v
f
I
ぺ
二
¥

A
¥
-
1
'
T
4
J
t
E
;ー

ヨ
日
間

A
Pー
を
J
f
」
l

」/
-ノ

ロ
ト
て
羽

川
氏
。

⑪
耐
水
修
即
作
業
と
し
て
、
配
水
行

な
ど
四
百
例
所
の
修
迎
と
、
不
感
メ

ー
タ
ー

m百
六
十
六
個
の
取
り
昨
え

を
尖
施
。

⑪
給
水
工
引
新
設
申
し
込
み
の
う
ち

百
七
十

一
件
を
山
了
。
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五
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m収1 4村仰制4μ判~I池守刊符叡狐i 1 

京給合 1オ水J<く.'11収l民史 芸疏主 4，337 

受託工引収益 678

その仙の収抗 / 139 

収疏介言/' 1 5，154 

J~R7Jくおよび1'ft!1く費 I 314 

配71くおよび給オくnI 367 
受託土 !Ht( 1 679 

総係自 1，652

減官lIi償却費 967

その仙の日業主UIJI 50 

支払利息 910

(うち職員給与資)1(1.430) 
自用合計 4，939

差引 215 1 

資木 |約収 支

|区 分 |予釘制

収 |企業 仙 1，000万円
|土ヰl負担金 140
入 | 計 1，140

設備改良資 235
拡張事業費 1，086
企業似償還金 1，018
計 2，339

差 引 |ム 1.199

支

百
M
の
配
水
竹
を
布
設
す
る
の
を
は

じ
め
、
補
則
皆
川

一
千
二
百
M
を
布
設

一

す
る
乙
と
に
し
て
い
ま
す
。

一

ま
た
、
以
失
水
車
を
な
く
す
る
た

め
、
漏
水
例
一
山
の
制
査
や
修
理
、
一
小

』

感
メ
ー
タ
ー
器
の
取
り
酔
え
な
ど
行

一

な
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
新
た
に
水
道

一

を
取
り
付
け
る
給
水
工
耕
二
百
五
十

い
分
を
予
定
し
、
給
水
効
引
を
尚
め

な
が
ら
市
裂
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

判
年
度
の
決
算
見
込
み
で
は
、
五

百
八
十
三
万
円
の
純
利
保
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
何
年
度
は
予

釘
に
お
い
て
百
八
十
三
万
円
の
純
利

益
を
見
込
ん
で
事
業
を
す
す
め
る
乙

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
何
年
度
の
予
算
〉

本
年
度
の
資
本
的
収
支
を
み
ま
す

と
、
収
入
に
は
企
業
山
一
千
万
円
、

工

4
負
担
金
百
四
十
万
円
を

μ
込

み
、
支
出
に
は
、
配
水
管
、
配
木
補

助
管
の
布
設
に

一
千
二
百
七
十
凶
万

円
、
設
備
改
良
即
日
間
十
七
万
円
、
命
令

業
山
川
伯
巡
金

一
千
十
八
万
円
を
計
上

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
ま
す

と
支
出
仰
が
収
入
額
を
上
川
り
ま
す

の
で
、
不
足
す
る

一
千
百
九
卜
九
万

円
は
、
内
部
留
保
資
金
一
千
卜
六
万

円
、
収
抗
的
収
支
の
伐
矧
川
八
十
三

川
円
を
あ
て
る
乙
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。

き
、
困
っ
た
こ
と
、
気
が
か
り
な
こ

と
が
お
こ
っ
た
と
き
は
、
さ
っ
そ
く
F

人
権
擁
護
委
口
に
ど
州
相
談
く
だ
さ

↑

ぃ
。
委

μは
秘
密
を
守
り
、
法
務
局

-

な
ど
と
迎
絡
し
て
、
円
前
な
似
決
に

一

つ
と
め
て
く
れ
ま
す
。

一

創
作
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
政

一

井
秀
一い
(
大
町
)
木
下
町
作
(
本
江

)
森
山
犬
寿
(
料
品
)
島
作
ゆ
き
ゑ

(

ム
ハ
郎
丸
)
泊
水
弥
太
郎
(
炉
、
経
旧
)

さ
ん
の
五
人
で
す
。

紋
所
の
什
引
に

は

つ
い
て
、
テ
キ
パ

コ

キ
や
っ
て
も
ら
え

み

な
い
、
不
親
切
な

や

扱
い
を
受
け
た
、

JG

な

納
引
で
き
な
い
、

対

流

と
う
し

て
ほ

し

に

不

い
、
な
ど
の
問
題

津
一
中

が
あ
り
ま
せ
ん

州

コ

か
。
ま
た
役
所
に

所

対
す
る
古
川
や
利

岡山又ノイ

談
、
意
口
地
が
あ
る

が
、
ど
う
も
関
係

の
役
所
へ
は
申
し
出
に
く
い
と
か
、

ど
こ
へ
申
し
出
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
い
う
人
は
、
お
気
軽
に
行
政

利
談
委
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

取
り
扱
い
は
無
料
で
す
。
日
分
の
名

一

前
を
出
し
た
く
な
い
人
、
中
し
山
の

内
谷
を
秘
符
に
さ
れ
た
い
人
は
、
ご

希
望
に
そ
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

一

胤
津
市
の
行
政
相
談
委
パ
は
、
良
成

一

寺
町
谷
川
江
徳
さ
ん
で
す
。
氾
話
は

二
局
二
二
六
八
番
で
す。

一

八
定
例
行
政
相
談
日

V

一

ω月
引
日
午
後

1
時
か
ら
午
後
4
一

時
ま
で
真
成
寺
町
谷
川
口
似
屯
で
。

一

寄

付

一

マ
二
万
円
リ
石
恒
谷
口
直
二

マ

二

万
円
H
中
央
通
り
二
丁
目
川
川
一
夫

一

マ
一
万
円
H
石
川
行
口
光
山

(以
上

-

香
典
返
し
の
一
部
を
)

一

マ

一
万
七
千
九
百
五
十
五
円
H
魚
津

一

瞥
然
記
長
マ
一
刀
円
H
全
日
本
仏

一

教
出
制
法
団
山
山
県
支
部
長

マ

て

千
円
H

上
市
町
お
杉
細
川
氏
沙
子

一

い
ず
れ
も
社
会
福
祉
阿
佐
渡
金
へ
寄

一

付
が
あ
り
ま
し
た。

一

家
屋
新
築
の
際
は

電
話
用
の
配
管
を

せ
っ
か
く
家
や
ピ
ル
'
を
新
築
さ
れ

て
も
、
電
話
引
込
用
の
配
管
が
な
い

と
電
話
を
引
け
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
乙
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め

配
管
の
こ
と
に
つ
い
て
、
魚
津
電
報

氾
話
局
線
路
宅
内
課
へ
と
柑
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
電
話
機
の
移
転
工
事
の
お

申
し
込
み
は、

で
き
る
だ
け
早
め
(

7
i叩
日
前
)
に
お
願
い
し
ま
す
。

宿
泊
の
ご
相
談
は
二
局

一
0
0
0番

(
川
料
〉
へ
。
(
魚
昨
氾
報
沼
話
局
)

夏
休
み
は
家
族
そ
ろ

っ
て

簡
易
保
険

保
養
セ
ン
タ
ー
で

子
ど
も
た
ち
が
持
ち
に
符
っ
た
以

休
み
が
近
ず
き
ま
し
た
。
い
ま
ま
で

学
校
で
習
っ
た
こ
と
を
実
地
に
身
に

つ
け
る
た
め
、
ま
た
体
力
づ
く
り
に

お
お
い
に
夏
休
み
を
活
用
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

郵
政
省
で
は
、
日
山
、
山
代
、
福

井
を
は
じ
め
、
全
国
三
十
九
か
所
に

「
簡
易
保
険
似
荏
セ
ン
タ
ー
」
を
附

設
し
て
い
ま
す
。
乙
の
セ
ン
ク
l
は

海
や
山
、
川
な
ど
の
自
然
に
出
ま
れ

て
い
る
の
で
、
一H
A
休
み
中
、
家
族
ぐ

る
み
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
の
に
う
っ
て
つ
け
と
い
え
ま
し

ょ
う
。
料
金
は
大
人

一
約
二
食
付
で

一
千
百
五
十
円
で
す
。
く
わ
し
い
乙

と
は
郵
便
局
の
保
険
窓
口
で
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。
(
魚
能
郵
便
局
)

は

か

り

の

検

査

引
川
製
剤
の
定
期
検
査
が
尖
施
さ
れ

ま
す
。
取
り
引
き
や
祉
明
用
な
ど
蛍

業
川
に
使
用
し
て
い
る
計
量
器
は
必

ず
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

6
月

号
広
報
で
お
知
ら
せ
し
た
検
査
日
が

次
の
よ
う
に
変
.
出
さ
れ
ま
し
た
。

校

下

検

査

日

場

所

7
月

大
町

日

日

大

川

小
学
校

村

木

げ

日

村

木

小

学
校

本

江

別

日

文

化
問
会
館

道
下

引
日
道
下
保
育
闘

時
間
は
午
前
山
川町

i
午
後
3
時
で

す
が
、
道
下
似
育
凶
は
午
前
川
時

i

王
午
ま
で
で
す
。

乙
の
検
査
を
受
け
な
い
と
計
量
法

に
よ
り
処
川
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
有
料
制
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
検
査
当
日
、
手
数
料
(
五

円

i
百
十
円
)
を
お
持
ち
く
だ
さ
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